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　中国に次ぐアジア最大の市場

として注目を集めるインド。ミ

ドルリッチ層とよばれる世帯年

収 25 万ルピー以上の人々が、イ

ンドの消費経済を牽引している

といわれています。

　2007年に NR I が行った「イン

ドの生活者意識・行動調査」か

ら、デリー、ムンバイ、チェン

ナイの３都 市におけるインド・

インドの消費経済を牽引するミドルリッチ層
──主要３都市の生活者比較

データ潮流

インド３都市ミドルリッチ層の消費意識 （複数回答）

ミドルリッチ層の消費意識が見

えてきました。

　商品・サービスを購入すると

きの 意 識 や 考え 方については、

価 格と品 質のバ ランスと耐久

性が重要なポイントとなってい

ます。３都市を相対比較すると、

デリーのミドルリッチ層は「見

た目などの外見 重 視 」、ムンバ

イは「ブランドを意識」、チェン

ナイは「品質の良いものには支

出を惜しまない」という特徴が

挙げられます。

　また、ムンバイの人々は新し

い 商 品 や サ ービスの 購入 に積

極的であることがうかがえます。

理由として、ムンバイには貿易

活動が活発なグローバル企業が

多く、海外との接触が高いこと

などが考えられます。

調査概要）「インドの生活者意識・行動調査」
調査対象＝	世帯年収25万ルピー以上の
	 	 デリー（N＝139）、ムンバイ（N＝202）、
	 	 チェンナイ（N＝171）の生活者
実施時期＝	2007年7、8月

新しい商品やサービスを利用する際の考え方 （単一回答）

先進的な消費意識をもつ人々は
デリーとチェンナイでは2割以下
だが、ムンバイでは約半数いる
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デリーと比較すると、
ムンバイとチェンナイは
ブランド志向・高級志向が強い

（％）

価格と品質のバランス
を検討して買う

できるだけ長く
使えるものを買う

品質が良ければ多少
値段が高くても買う

いつも買うと決めて
いるブランドがある

ライフスタイルに
こだわって商品を選ぶ

有名ブランドなら
値段が高くても買う
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ムンバイ
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  14　　　　　　　　　　　　　　73　　　　　　　　　　　　　10　　　4

　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　42　　　　　　　　6　2

9　　　　　　　　　　54　　　　　　　　　　　　　　　35　　　　　　1
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人より先に
新しい商品やサービス
を利用したり、新しい
お店に行くほうである

新しい商品や
サービス、お店には

関心がない
ほうである

一般に普及
してから、新しい商品や
サービスを利用したり、
新しいお店に行くほうである

少し様子を
見てから、新しい商品や
サービスを利用したり、
新しいお店に行くほうである


